
No. 医療圏
地域医療支援病院名

（承認年月日）
病床数
(床)

評価を受けた機関名等 情報発信の方法・内容等の概要
ＩＣＴ（情報通信技術）を用
いた病診連携等

地域医師会と連携のもとに策定した地域連携
クリティカルパスの種類・内容

地域連携クリティカルパスを普及させるため
の取り組み

地域の看護学校実習生に係る
受け入れ状況

1 糸島医師会病院
(H15.3.13)

一般150

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（区分３、Ｖｅｒ６．
０）

検査機関による地域の検体集配システム等を利用して、糸島市内の医療機関や行
政機関（糸島市役所、糸島消防本部、糸島保健福祉事務所）へ向けて研修会の案
内や診療、検査等に関する情報を周知している。また、毎月「糸島医師会病院だ
より」を発行し、実施した研修会の詳細等、幅広く情報を市内の医療機関へ発信
している。

現在検討中(H２７年度とびうめ
ネット加入）

福岡市医師会等で策定した「脳血管障害地域連携
パス」、「がん地域連携クリティカルパス」をも
とに、他の医療機関とも連携して、均てん化を
図っている。

糸島市内の医療機関職員向けに連携パスの研修会
を開催。その研修内容を病院だよりに掲載、配付
している。（平成26年度は未実施）

なし

2
独立行政法人国立病院機構
九州医療センター
(H16.2.27)

一般650
精神 50
感染症2

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（平成26年2月19、20
日受審、平成26年5月2
日認定）

ホームページ、診療年報、広報誌及び地域医療支援病院運営会議、地域連携セミ
ナー、研修会等を開催し、診療内容・医療サービス、診療実績、診療機能分析レ
ポート及び臨床評価指標（国立病院機構総合研究センター作成）を発信してい
る。病院の理念、基本方針をはじめ自院の役割や診療機能等さまざまな内容を
ホームページにより作成し、定期的又は随時更新している。

現在検討中 福岡市医師会との連携のもとに、「大腿骨頚部骨
折」、「脳卒中」、「心筋梗塞」、「慢性腎臓病
（ＣＫＤ）」を策定し、福岡県医師会の連携のも
とに「胃がん」、「大腸がん」、「乳がん」、
「肝がん」、「肺がん」、「前立腺がん」を策定
し、本院は術後のフォローアップを担っている。

病院独自での地域連携パスの説明会の実施及び大
腿骨頚部骨折・脳卒中の地域連携パス実績の連携
先への報告会（年１回）

249名（実数）
・原看護専門学校、福岡県私設病
院協会専門学校、福岡市医師会看
護専門学校、福岡女学院看護大
学、純真学園大学保健医療学部看
護学科、国際医療福祉大学、福岡
県看護協会

3
公立学校共済組合
九州中央病院
(H18.4.1)

一般330

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（区分３、Ｖｅｒ６．
０

本病院ホームページにおいて、院外の関係者に向けて地域医療支援病院としての
取り組み、利用方法等の情報を周知するほか、診療実績を公表している。また、
広報誌において、登録医及び連携病院の紹介を行っている。

現在検討中 福岡市医師会との連携のもとに脳卒中地域連携パ
ス及び大腿骨頚部骨折パスを策定し、福岡県医師
会との連携のもとがん地域連携パスを策定。福岡
市南区医師会と連携し、高血圧パスを策定した。

福岡市医師会地域連携パスワークショップや、が
ん診療連携協議会に参加し、パス分析のもと、医
療の効率化、標準化を検討している。地域の医療
機関に個別に説明し、登録の案内を行っている。

198名（実数）
・純心学園大学

4 福岡市立こども病院
(H19.9.1)

一般233

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価（Ver.６．
０）取得

機関誌として、年報（年１回）、情報誌「みらい」（隔月発行）を医療機関や行
政機関に配布している。また、情報誌は平成23年12月から地域の診療所に対して
電子メールでの送信を行っている。また、平成26年度においては病院のホーム
ページをリニューアルし、受診案内や診療科だよりをはじめ、職員募集等のタイ
ムリーな情報発信を行っている。

現在検討中 現在検討中

―

平成26年度は、病院移転のため、
例年受け入れている看護学校実習
を受け入れていない。ただし、平
成27年3月にインターンシップ20
名を受け入れている。

5
国家公務員共済組合連合会
浜の町病院
(H21.4.1)

一般468

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（３rdG：Ver１．０）

当院ホームページにおいて、セミナー・研修会開催情報を発信し、年4回広報誌
（はまかぜ）を発行している。また、登録医のもとに勤務されている看護師さん
に研修会の案内を発送。

放射線検査の予約を共有システム
により電子上で予約可能

福岡市医師会との連携のもと、脳卒中連携パス及
び大腿骨頚部骨折パスを策定。また、福岡県医師
会との連携のもとに福岡県がん診療連携パスを運
用している。

当院外来フロアに関連医療機関を掲示し、患者・
家族への周知を図っている。

5260名（延べ）
・日本赤十字付属国際看護大学
・福岡市医師会看護専門学校
・原看護専門学校

6 福岡県済生会福岡総合病院
(H22.4.1)

一般380

ＩＳＯ９００１の認証
取得

当院のホームページにおいて、院外の関係者に向けて研修の開催に関する情報を
周知するほか、無料・低額診療、小呂島離島診療所健診を行っていることや、が
ん診療連携拠点病院であること、及び患者向け情報誌「ふくふくネット」を掲載
している。

登録医に対しては、ＣＴ、ＭＲＩ
等の検査予約、いくつかの診療科
の診療予約をホームページ上で
行っている。

福岡市医師会との連携のもと、脳卒中連携パス及
び大腿骨頚部骨折パスを策定。また、福岡県医師
会との連携のもとに福岡県がん診療連携パスを運
用している。

脳卒中連携パス及び大腿骨頚部骨折パスについて
は、福岡市医師会が中心となって主催する年３回
のワークショップに参加して、情報交換を行って
いる。
また、がん連携パスについては、九州がんセン
ターが中心になり連絡協議会の地域連携部会に県
内の拠点病院が集まり普及させるための取り組み
を協議している。

1327名（延べ）
・福岡市医師会看護専門学校
・麻生看護大学校
・高尾専門学校

7
福岡市民病院
(H23.4.1)

一般200
感染症4

（公財）日本医療機能
評価機構による日本医
療機能評価機構
（3rdG：ｖｅｒ.1.0一
般病院2審査体制区分
3）の認定

本病院のホームページにおいて地域の医療機関、医療従事者向けに患者紹介の方
法、診断機器の紹介、院内研修会、勉強会の案内、開放型病床の案内、地域連携
パスの案内などを周知している。

現在検討中 福岡市医師会及び関係医療機関とともに、脳血管
地域連携パス、大腿骨頚部骨折パス、がん地域連
携パス及び慢性腎臓病地域連携パスを策定。

年１回連携先の回復期リハビリテーション病院と
の間で、医療連携パス連絡会を当院主催で開催
し、当該クリティカルパスの概要を説明するとと
もに、症例検討を通してパスの評価と見直しを行
うなど、関係医療機関に周知している。

・1,266名（延べ）
・福岡市医師会看護専門学校、福
岡女学院看護大学、純真学園大
学、国際医療福祉大学、日本赤十
字九州国際看護大学、福岡県看護
協会

8
福岡赤十字病院
(H23.4.1)

一般509
感染症2

なし（平成27年10月受
審予定）

当院のホームページにおいて研修会の開催や病診連携について案内するととも
に、それらの内容を掲載した広報誌を作成、近隣の病院へ送付し、周知してい
る。

現在検討中 福岡市医師会との連携のもとに、「脳血管障害・
大腿骨頚部骨折」、「脳卒中」、「慢性腎臓病
（ＣＫＤ）」、「がん地域連携パス」を策定して
いる。

当院において、積極的に活用することで、普及さ
せている。

404名（実数）
・日本赤十字九州国際看護大学
・学校法人麻生塾専門学校麻生看
護大学校
・福岡県看護協会

9
社会医療法人財団白十字会
白十字病院
(H24.7.27)

一般411
療養55

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（区分３、Ｖｅｒ
1.0）

毎月初めに登録医を中心とした医療機関へ外来予定表等を郵送している。病院広
報誌「白十字病院だより」を年３回発行、「そったく会（白十字病院登録医
会）」会報を年５回発行、年報誌を年１回発行し登録医を中心に福岡市内の医療
機関へ郵送している。なお、「白十字病院だより」、「そったく会」はホーム
ページでも閲覧が可能となっている。定期郵送物の他にも、外部へのお知らせが
あれば随時郵送、渉外活動時に案内するなど情報発信を行っている。また、依頼
があれば院外講演を行い、地域住民の方への医療に関する情報を発信している。

地域医療連携ネットワーク「クロ
スネット」を運営している。当
院、登録医療機関及び患者それぞ
れで利用契約を結んだ上で情報公
開しており、「患者基本情報」、
「検査結果」、「カルテ記事・
オーダー情報」、「画像情報」等
を公開している。
また、クロスネットを利用してい
る登録医療機関からＣＴ、ＭＲＩ
の検査予約が可能である。

現在検討中

―

127名（実数）
・福岡市医師会看護専門学校
・福岡国際医療福祉学院
・精華女子高等学校
・麻生看護大学校

10 福岡記念病院
(H26.12.5)

一般239

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価項目一般病院
2＜Ver.1.0＞取得（平
成25年10月4日）病院
機能評価付加機能救急
医療機能＜Ver.2.0＞
取得（平成25年10月4
日）

当院のホームページにおいて、患者様向けのご案内として、診療・検査のご案内
をはじめ代表的な高度医療の紹介、部門別特徴の内容として病診連携、医療連携
のつどい、看護学生インターンシップのご案内等を掲載し、病院情報の発信を推
進している。また、広報誌「face to face」を福岡市、糸島市の医療機関・施設
に年4回発行し、当院の新着情報や新任医師の紹介をはじめ、連携医のご紹介や診
療情報等を掲載し、患者様への情報提供を推進しているほか、毎年8月に「医療連
携のつどい」の中で連携医療機関・施設に年報を配布している。

―

福岡市医師会との連携のもとに地域連携クリティ
カルパス（大腿骨頚部骨折・脳卒中）を策定し、
本病院を計画管理病院として地域連携診療計画書
「地域連携パス」を作成し、地域連携機関との間
で診療情報を共有・活用することで質の高い医療
を提供している。

入院後早期にカルテにより情報収集を行い地域連
携パス対象者を把握し、パス対象者であることを
主治医・病棟看護師・リハビリスタッフへ報告。
近隣の回復期病院に対し連携パス協力医療機関へ
の参加を促進している。

3780名（実数）
・福岡医療専門学校
・純真大学

11
福岡和白病院
(H26.12.5)

一般367

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
一般病院2　3rdG：
Ver.1.0

院内、院外（地域の公民館等）に地域住民へ健康教室や健康体操のポスターを掲
示するほか、登録医療機関や院外の関係者に向けて、診療予定や研修会際に関す
る情報を月に1回発送しており、合同カンファレンスなどの勉強会を積極的に開催
し、周知している。また、本病院ホームページにおいても、健康教室、健康体操
や特別講演、地域医療研修会等の予定を掲載し、戸別訪問して案内している。な
お、新たな設備や治療法導入の際は、関係する医師及び技師による医療機関への
訪問活動を行い、情報を発信している。

福岡県診療情報ネットワーク(と
びうめネット)に参加し、診療所
や近隣病院と必要情報を共有し、
地域医療に努めている。

福岡市医師会との連携のもとに脳血管障害地域連
携パスおよび大腿骨頚部骨折地域連携パスを策
定。

年に3回（3月、7月、11月）開催される地域連携
ワークショップの参加や、医師、看護師を中心と
した院内パス委員会を月1回開催し周知を図ってい
る。

383名（実数）
・福岡看護専門学校

平成２６年度地域医療支援病院業務報告（任意的に求められる取り組み）

福岡
・

糸島
(11病院)

取　組　み　事　項
①病院の機能に関
する第三者評価 ②果たしている役割に関する情報発信 ③地域連携を促進するための取り組み ④その他

4



取　組　み　事　項
①病院の機能に関
する第三者評価 ②果たしている役割に関する情報発信 ③地域連携を促進するための取り組み ④その他

12 粕屋
(1病院)

独立行政法人国立病院機構
福岡東医療センター
(H19.4.19)

一般541
結核38
感染症12

なし 院内情報誌「ちどり」を定期発刊するほか、古賀市の健康フェスタで高齢者に向
けた講演や、医師会等での講演を行った。

放射線検査の予約を共有システム
により電子上で予約可能

福岡市医師会との連携のもとに脳卒中地域連携パ
ス及び大腿骨頚部骨折パスを策定し、福岡県医師
会との連携のもとがん地域連携パスを策定。ま
た、肺結核地域連携パスを策定し、発生地域を管
轄する各保健所と連携した入退院の円滑化を図っ
ている。

地域医療支援病院運営委員会、各種検討会におい
て情報発信するとともに、関係医療機関と密に情
報交換している。

228名（実数）
・福間看護高等専修学校、福岡女
学院看護大学、福岡水巻看護助産
学校、福岡市医師会看護専門学
校、九州医療センター付属福岡看
護助産学校

13 宗像
(1病院)

宗像医師会病院
(H12.3.31)

一般164

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（区分３、Ｖｅｒ１．
０：平成25年8月18
日）

本病院のホームページにおいて、院外の関係者に向けて研修の開催に関する情報
を周知するほか、看護学校実習生の受け入れ状況を記載している。また、登録医
に対して共同利用に係る「ご利用ハンドブック」を毎年発刊している。

地域の診療所とムーミンネットを
構築し、必要情報を共有すること
で、地域における継続性の高い医
療の提供に努めている。

がん診療連携拠点病院等を中心に策定された地域
連携診療計画に基づいたがん治療連携に参加し、
宗像医師会との連携のもとに、腫瘍内科・緩和ケ
ア病棟を設置し、がんに関して地域で完了する体
制を構築している。

宗像医師会を通じて普及させている。 185名（実数）
・宗像看護専門学校
・日本赤十字九州国際大学
・純真学園大学

14
福岡大学筑紫病院
(H19.4.19)

一般308
感染症2

なし 本病院のホームページ、広報誌（ちくしニュース）、パンフレット、年報等を用
いて、共同利用に関すること、看護学校実習生の受入状況、クリティカルパスに
関する内容を周知している。

福岡県医師会診療情報ネットワー
ク（とびうめネット）参加

筑紫医師会及び関係医療機関とともに「脳血管障
害地域連携パス」を策定し、年３回の連携医療機
関同士の会合を開催し、勉強会や症例検討を行い
連携を図っている。

３施設を基幹病院とし「大腿骨頚部骨折地域連携
パス合同運用会議（ちくし骨骨ネット）」を年３
回、連携医療機関と開催している。

336名（実数）
・福岡大学医学部看護学科、国際
医療福祉大学、福岡女学院看護大
学、アカデミー看護専門学校、国
際医療福祉学院、筑紫看護高等専
修学校、あさくら看護学校、福岡
看護専門学校

15
医療法人徳洲会
福岡徳洲会病院
(H20.4.1)

一般600
感染症2

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価項目3ｒｄ
Ｇ：ｖｅｒ１．０取得
（平成25年11月）

ホームページや登録医療機関をはじめ近隣医療機関約７３０施設に毎月病院情報
（研修・医療講演）を送付

循環器内科において地域の５施設
と情報共有を行い、継続性の高い
医療提供に努めている。

福岡市医師会、筑紫医師会及び地域の関係機関と
ともに「脳卒中地域連携パス」を策定し、地域完
結型医療を実践している。

関係医療機関と年3回会合を行っている。 733名（実数）
・純心学園大学、高尾専門学校、
九州看護福祉大学、福岡看護専門
学校、自衛隊福岡病院准看護学
院、筑紫看護高等専修学校、純真
高等学校

16 福岡県済生会二日市病院
(H24.7.27)

一般260

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（Ｖｅｒ６．０：平成
23年11月4日）

広報誌の活用 本病院のホームページにおいて、
ＭＲＩ検査の空き状況を公開する
ほか,医師不在表、前述の広報誌
を掲載することで病診連携を図っ
ている。

筑紫医師会及び関係医療機関とともに「脳卒中地
域連携パス」及び「大腿骨頚部地域連携パス」を
策定。

3カ月に一度協力病院との勉強会を行っている。 ・４９６名（実数）
・高尾看護専門学校
・筑紫看護高等学校
・麻生看護専門学校

17 朝倉
(1病院)

朝倉医師会病院
(H12.3.31)

一般300

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（区分３、Ｖｅｒ６．
０）
日本生産本部ＪＨＱＣ
クオリティクラスＡ認
証

ホームページにおいて、院外に向けた各種勉強会、研修会、特定健診、人間ドッ
ク「地域講演会」等への講師派遣の案内を行っている。

地域連携システムを医師会員が利
用しており、専用端末からイン
ターネット回線を経由して紹介し
た患者の診療情報を閲覧し、共同
診療などに役立てている。また、
ネットワークを介して紹介状や返
書のやりとり、診療所からの中核
病院の診療予約の取得などが行え
る。

現在検討中

―

160名（実数）
・あさくら看護学校
・緑生館
・福岡看護専門学校

18 聖マリア病院
(H20.4.1)

一般931
療養100
精神60
感染症6

日本医療機能評価機構
による機能評価、
ISO9001及びISO15189
取得

広報誌「耳納の朝」の発行を毎月発行するほか、ホームページにおいて高度医療
機器等に係る利用案内を掲載し、共同利用の促進を図っている。また、院外の関
係者に向けて研修の開催に関する情報を周知している。

ＩＤ－Ｌｉｎｋを用いてカルテ情
報を他の病院やクリニックへネッ
トワーク経由で聖マリア病院の医
療情報を開示している。

久留米医師会との連携のもと、「久留米大腿骨近
位部骨折連携パス」及び「筑後地域脳卒中連携の
会地域医療連携パス」を策定。
また、久留米大学病院と当院においてがん連携パ
スを策定。

がん地域連携パスについては、聖マリア病院ホー
ムページで情報公開し、関係医療機関へ周知して
いる。

1,371名（実数）
・聖マリア学院大学、久留米医師
会看護専門学校、緑生館、佐賀女
子高校、長崎玉成高校、鳥栖三養
基医師会看護高等専修学校他

19
社会医療法人天神会
新古賀病院
(H22.4.1)

一般202

日本医療機能評価機構
による機能種別版評価
項目　３ｒｄＧｖｅｒ
１．０取得

ホームページ及び広報誌にて、診療内容及び診療実績に関する情報発信を行って
いる。専従の前方連携担当者を配置して更なる情報発信を行う。

くるめ診療情報ネットワーク協議
会（アザレアネット）に参加し、
ＩＤ－ＬＩＮＫを用いて診療情報
の共有を病院・診療所と行ってい
る。

筑後地区脳卒中連携の会に計画管理病院として参
加。

筑後地区脳卒中連携の会では、連携パス運用に関
する部会を行っており、看護師、リハビリ、栄養
士、ＳＷがそれぞれの部会に参加している。

1,426名（延べ）
・久留米医師会看護専門学校
・高尾看護専門学校
・杉森高校看護科

20 嶋田病院
(H23.4.28)

一般150

日本医療機能評価機構
第１回更新受審

広報誌、ホームページ、フェイスブック、メールマガジン、院内・院外健康教
室、連携だより

くるめ診療情報ネットワーク協議
会（アザレアネット）に参加し、
ＩＤ－ＬＩＮＫを用いて診療情報
の共有を病院・診療所と行ってい
る。

循環型糖尿病地域連携パス、大腿骨頚部骨折・脳
卒中回復期パス

地域連携講演会、薬薬連携会議、医科・歯科連携
会議、コーディネートナースの運用等

632名（延べ）
・純心学園大学保健医療学部看護
学科
・アカデミー看護専門学校
・医療福祉専門学校緑生館総合看
護学科
・精華女子高等学校

21
田主丸中央病院
(H24.7.27)

一般179
療養71
精神93

日本医療機能評価機構
による機能種別版評価
項目　３ｒｄＧｖｅｒ
１．０取得

ホームページにおいて当院の概要及び研修会の案内等を周知している。 現在検討中 現在検討中

―

100名（実数）
・精華女子高等学校看護科専攻科
・麻生看護大学校

22

八女
・

筑後
(1病院)

公立八女総合病院
(H26.12.5)

一般300

現在検討中 院外の関係者に向けての研修の開催に関する情報等は、その内容により、八女筑
後医師会及び関係医療機関や消防署宛にFAXでお知らせを行っている。

八女筑後医療情報ネットワーク
（IDリンク）の運用開始で、複数
の医療機関で連携医療のために必
要な診療情報を共有することで、
地域における継続性の高い医療の
提供に努めている。

八女筑後医師会及び関係医療機関とともに「がん
地域連携クリティカルパス」を策定し、がん診療
連携拠点病院である本病院として、がん診療連携
拠点病院以外の医療機関とも連携し、がん医療の
均てん化を図っている。

八女筑後医師会に医療機関より問い合わせがあっ
た場合、本クリティカルパスの説明をしていただ
いており、連携医療機関として届出がない医療機
関については直接連携医療機関に出向き、運用の
説明を行っている。

133名
・八女筑後看護専門学校、九州看
護福祉大学、福岡看護専門学校、
杉森高校、城北高校、九州アカデ
ミー学園、緑生館

23
有明

(1病院)
大牟田市立病院
(H24.7.27)

一般350

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価項目一般病院
2<3ｒｄＧ：ｖｅｒ
１．０>取得（平成26
年3月7日）

本病院のホームページにおいて、開放病床や各種研修会の案内を掲載しているほ
か、文書による研修会の案内も随時行っている。また、院外向けや広報誌の発行
や院内の電子掲示板による情報の発信、逆紹介推進を目的とした医療機関のパン
フレットの設置も行い、情報発信に努めている。

地域医療連携システムを導入し、
登録医療機関との情報共有に努め
ている。

大牟田市医師会及び関係医療機関とともに「がん
地域連携クリティカルパス」（大腸がん、胃が
ん、肺がん、乳がん、肝臓がん、前立腺がん）を
策定し、がん拠点病院である本病院を基幹病院と
して、地域医療機関と連携し、がん医療の均てん
化を図っている。

ホームページにおいて、本クリティカルパスの概
要を説明するとともに関係医療機関に周知してい
る。連携医療機関として届出がない医院からの紹
介時には、訪問してパスの説明をし、連携を依頼
している。

250名（実数）
・大牟田医師会看護専門学校、九
州看護福祉大学、熊本看護専門学
校、杉森高等学校

24 飯塚
(1病院)

飯塚病院
(H17.4.1)

一般978
精神138

ＩＳＯ９００１及びＩ
Ｓ１４００１の取得

ホームページや広報誌を活用して、院外の関係者に向けて当院の診療実績や研修
開催情報を周知している。また、研修開催案内は各医療機関に対して郵送してし
ている。

放射線検査の予約を共有システム
により電子上で予約可能

福岡県医師会及び関係医療機関とともに「がん地
域連携クリティカルパス」を策い、がん拠点病院
である本病院及び九州がんセンターを基幹病院と
して、がん拠点病院以外の医療機関とも連携し、
がん医療の均てん化を図っている。

年３回、地域連携パス研究会を実施し、関係施設
と連携を図っている。また、脳卒中の連携パスに
ついては医療機関と電子メールで情報交換を行
い、情報共有を図っている。

833名（実数）
・福岡県立大学、近大附属福岡高
校、麻生看護大学校、飯塚医師会
看護高等専修学校、おばせ看護学
院、博多高等学校、日本赤十字九
州国際看護大学

筑紫
(3病院)

久留米
(4病院)

5



取　組　み　事　項
①病院の機能に関
する第三者評価 ②果たしている役割に関する情報発信 ③地域連携を促進するための取り組み ④その他

25 田川
(1病院)

社会保険田川病院
(H26.12.5)

一般348

（公財）日本医療機能
評価機構による検査体
制区分3　Ver.6.0（平
成23年5月19日）

2ヶ月に1回発行している広報紙「あおぞら」とホームページにて、医療関係者な
らびに患者に対して医療情報、健康情報、研修情報などを情報発信している。
地域医療機関に対して診療案内（診療医、診察日の変更等あればその都度）をFAX
で送信している。また、当院の研修担当職員を病院外（福岡県立大学、医療機
関、介護施設、企業等）に派遣して様々な情報を発信している。

高額医療機器の共同利用促進のた
め、ICT（画像ネットワーク）を
導入している。CT、MRI、内視鏡
検査（胃、大腸）の検査予約、放
射線読影医師のレポート並びに画
像送信を行っている。救急対応に
おいてもできる限り対応してい
る。

・大腿骨頚部骨折クリティカルパス
・5大がん連携クリティカルパス
・脳卒中クリティカルパス計画（平成27年8月より
実施）

登録医療機関の実務者会議も定期的に開催し、情
報の共有を図っている。（現在24施設）

181名
・福岡県立大学看護学部
・筑豊看護専門学校

26
小倉記念病院
(17.4.1)

一般658

なし 当院ホームページ又は、直接訪問などで各診療科の取り扱う主な疾患、特色、専
門分野等の情報を院外に向けて掲載している。また、研修の開催に関する情報を
登録医療機関に郵送やＦＡＸ等の方法で周知している。

現在検討中 北九州市医師会や関係大学病院協働のもと発足さ
れた北九州脳卒中・大腿骨近位部骨折地域連携パ
スと、北九州市医師会のもとに発足した北九州循
環器疾患地域連携パスの運用において、地域にお
ける医療機関の包括的な疾患管理を目指してい
る。

医師会を通じての運用説明会や協議会に参加しす
ることで、周知を図っている。

366名（実数）
・北九州小倉看護専門学校
・日本赤十字九州国際看護大学
・西南女学院大学
・福岡県立大学

27 製鉄記念八幡病院
(H17.4.1)

一般453

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（平成２５年３月：Ｖ
ｅｒ６．０）

健康増進、維持に役立てていただくことを目的に、病気や医療に関する健康講座
を市民向けに2002年から開始し、約50回にわたり継続している。また、2015年か
らは、より地域に密着した「出前講座」という形式で各市民センターにおいて健
康長寿のための講座を無料で提供し、地域社会貢献につながる活動を展開してい
る。
病院のホームページにて院外医療従事者向けの研修会や地域住民に対する健康講
座の開催に関する情報のほか、救急医療についての概要、登録医療機関情報等を
掲載している。また、院外広報誌「こんにちはせいてつ病院です」は当院が目指
す「救急医療の充実と地域のニーズに応える質の高い地域医療の実践」を基本
に、医療情報サービスとして位置付け、年４回（4,500部/ 回）発行しています。

地域医療連携システム「ＳＭＩＬ
Ｅ」を開発し、登録医療機関と情
報を共有することで、効率的で質
の高い医療の提供に努めている。

北九州地区の急性期病院及び回復期・慢性期病院
と連携し、特定の疾患（脳卒中、大腿骨近位骨
折）について地域連携パス（北九州標準モデル）
を運用している。

疾患毎の協議会に加わり、研修や意見交換会に参
加することで、課題の解決や医療機関相互の連携
協会に努めている。

224名（実数）
・八幡医師会看護専門学校
・西南女学院大学

28 戸畑共立病院
(H17.4.1)

一般218

（公財）日本医療機能
評価機構による認定
（平成２５年３月１
日：Ｖｅｒ６．０）

広報誌（年４回発行）やインターネットを使用して研修の開催や最新の医療機器
を紹介している。
地域の医療機関を紹介できるよう、リーフレットを作成し、患者さまが手に取れ
るように地域連携室前に設置している。

平成26年より地域の医療機関とイ
ンターネットを用いて情報交換を
行い、地域における継続性の高い
医療の提供を計画している。

北九州地域連携パス（脳卒中、頚部骨折）を使用
し、計画病院として維持期、回復期病院と連携を
とり、患者情報を共有し、医療の質の向上に努め
ている。がんの地域連携パス（胃・大腸・肺・乳
がん・肺がん・前立腺がん）を使用して患者様が
地域で安心して医療を受けることができるように
地域の連携病院と、がん医療の均てん化に努めて
いる。

年２回の北九州地域連携協議会に出席し、情報共
有を行い、院内に協議会の内容を発信している。
地域連携パスの使用率、パス使用の在院日数を院
内での各種会議で報告を行い、院内での普及に努
めている。

154名（実数）
・折尾愛真高等学校
・美萩野女子高等学校
・北九州戸畑看護専門学校

29
独立行政法人地域医療機能
推進機構九州病院
(H19.4.19)

一般575

（公財）日本医療機能
評価機構Ver6　2009年
認定、3rdG一般病院２
2014年受審

ホームページにおいて、院外の関係者へ研修開催に関する情報周知している。ま
た、研修会ポスターをチラシとして登録医や地域住民、薬局に配布している。
広報誌「連携のかけはし」（月１回）、「メディカルナウ」(年４回）を発行して
いる。
必要時、連携医療機関や在宅医療、在宅療養サービス関係者へ情報発信の文書を
発送している。

放射線検査の予約を共有システム
により電子上で受け付ける他、患
者の同意のもと、かかりつけ医が
インターネット回線を利用して当
院の電子カルテの一部が閲覧でき
る「きしのうらネット」を展開し
ている。また、在宅医療、在宅療
養サービスでの情報交換ツールと
して「北九州市ひまわりネット
ワーク推進事業」への参加や、と
びうめネットの運用を行ってい
る。

北九州市医師会との連携のもと、①大腿骨近位部
骨折、②脳卒中、③胃がん、④大腸がん、⑤肺が
ん、⑥乳がん、⑦肝がん、⑧前立腺がんの連携パ
スを策定。

いずれの地域連携パスも地域関係者の定例会議に
おいて、広報誌や研修会での説明を行っている。

4559名（実数）
・西南女学院大学
・八幡医師会看護専門学校

30
独立行政法人国立病院機構
小倉医療センター
(H20.4.1)

一般350
精神50

なし 毎月、メール便にて５００程度の医療機関へ、院外関係者向けの研修の案内や院
内広報誌等のさまざまな情報を発送している。

現在検討中 現在検討中

―

8,151名（延べ）
西南女学院大学、専門学校北九州
看護大学校、遠賀中央看護助産学
校、福岡女学院看護大学、北九州
戸畑看護専門学校、北九州小倉看
護専門学校、福岡看護専門学校

31
独立行政法人労働者健康福
祉機構九州労災病院
(H21.4.1)

一般450

日本医療機能評価機構
昨日種別評価版評価項
目3rdG：Ver.1.0[一般
病院２]（平成25年11
月1日認定）

診療連携広報誌の発行（年4回、送付先約650医療機関）
患者向け広報誌の発行（年4回＋α（必要に応じ臨時発行）、1,500部/回）
ホームページの随時更新
連携医療機関を対象とした医療連携懇談会の実施（年1回）
京都医師会との合同症例検討会の実施（年1回）
市民公開講座の開催

現在はまだ導入されていないが、
近年導入する方向でシステム導入
計画を策定中。
県医師会のとびうめネットに平成
27年度中に参画予定。

大腿骨近位部骨折地域連携パス、脳卒中地域連携
パス

北九州市大腿骨近位部骨折地域連携パス協議会
（病院長が協議会の長に就任）への参画
北九州市脳卒中地域連携パス協議会への参画
医局会等での院内医師に向けた利用促進を依頼

136名（実数）
小倉南看護専門学校、製鉄記念八
幡看護専門学校、日本赤十字九州
国際看護大学、京都医師会看護高
等専修学校、西南女学院大学

32
健和会大手町病院
(H21.4.1)

一般527

（公財）日本医療機能
評価機構Ver6　2009年
認定、3rdG一般病院２
2014年受審

ホームページ及び広報誌を用いて情報の発信を行っている。また健和会の医療活
動をまとめた医報を年に1回発行し、登録医をはじめ地域の医療機関に配布してい
る。

福岡県医師会診療情報ネットワー
ク（とびうめネット）参加

地域の医療・介護期間と連携して「胃瘻ボタン交
換パス」の活用を行っている。

セミナー等での意見交換を行っている。 692名（延べ）
健和看護学院
戸畑看護専門学校
製鉄記念八幡看護専門学校
東亜看護学院

33 北九州市立医療センター
(H23.4.1)

一般620
感染症16

（公財）日本医療機能
評価機構による日本医
療機能評価機構（ｖｅ
ｒ.6.0）の認定（平成
24年3月2日）

ホームページ・Ｅメール・ＦＡＸ・病院広報誌「輪」（年4回発行）により、登録
医や地域の医療機関に向けて、医療連携や地域の医療従事者を対象にした研修等
に関する情報を発信している。また、患者・市民を対象に広報誌「こんにち
は！！医療センターです」（随時発行）にて情報提供している。
看護・助産学生、薬剤師・臨床検査技師の学生の受け入れを積極的におこなって
いる。

地域医療連携ネットワーク「連携
ネット北九州」を導入し、北九州
市立医療センターで受診した際の
検査結果等を地域の医療機関とイ
ンターネットで共有しており、地
域医療の質の向上を図っている。
また、今後、サマリ等の公開を予
定している。

福岡県がん地域連携パス
胃がん（１６施設２５件）　大腸がん（８施設１
０件）　乳がん（７施設８件）　肺がん（４施設
４件）
その他のクリティカルパス
脳卒中連携パス（２施設１４件）　肝炎インター
フェロモン（３施設３件）　乳がんホルモン（３
施設　３件）

退院時にクリティカルパスの利用を積極的に薦め
ているほか、計画的に地域の医療機関を訪問し協
力を求めている。新規に運用するパスについて
は、関係診療科に説明会を開催している。

276件（実数）
小倉南看護専門学校、西南女学院
大学、北九州小倉看護専門学校、
北九州市立看護専門学校、門司区
医師会看護高等専修学校、久留米
大学認定看護師教育課程がん化学
療法看護、久留米大学認定看護師
教育課程緩和ケア

34

独立行政法人労働者健康福
祉機構九州労災病院門司メ
ディカルセンター
(H24.7.27)

一般250

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価項目３Ｖｅｒ
１．０（平成26年3月7
日）

ホームページに研修案内等を掲載している。また、院外の医療機関に向けて研修
会の案内や広報誌等を地域連携室より送付し情報提供を行っている。

現在検討中(とびうめネットに参
加予定）

現在検討中 脳卒中に対する地域医療連携パスを平成27年9月か
ら運用予定。

2074名（実数）
門司区医師会看護高等専門学校
北九州市戸畑看護専門学校

35
遠賀中間医師会おんが病院
(H24.7.27)

一般100
なし ホームページにおいて、院外の関係者に向けて研修の開催に関する情報を周知

し、看護学校実習生の受け入れを積極的に行っていること等を掲載している。
現在検討中 現在検討中

―
31名（実数）
遠賀中間医師会看護助産学校

36 京築
(1病院)

新行橋病院
(H22.4.1)

一般246

（公財）日本医療機能
評価機構による機能種
別版評価項目
2ndG:Ver.5.0取得（平
成21年9月27日）、
3rdG:Ver.1.0審査終了
済（平成26年8月）

ホームページにおいて、院外の関係者に向けて研修の開催に関する情報を周知し
ている。広報誌（年4回）、連携室便り（年2回）を各病院等へ配布するなどし、
必要情報を共有するよう努めている。

現在検討中 脳卒中地域連携パス 地域の病院やクリニックへ訪問し、連携への協力
を促している。

169名（実数）
京都医師会看護学校、豊前築上医
師会看護学校等他2校

北九州
(10病院)
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